
 

 

 

 

 

 

 

  方位データから極密度の計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 
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１．概要 

 極密度を方位データから計算を行う場合、方位データからＯＤＦ図を計算し、 

 再計算極点図を計算すれば、可能になります。 

 方位データからＯＤＦ図の計算はＬａｂｏＴｘ、ＭＴＥＸで計算できます。 

 

２．方位データ（アルミニウム） 

 ｃｕｂｅ－５０％ 

 ｃｏｐｐｅｒ－５０％とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．ＬａｂｏＴｅｘで作成 

方位ｃｕｂｅとｃｏｐｐｅｒ５０％からＯＤＦ図を計算 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ図から極点図を作成 

 

極点図のＥｘｐｏｒｔ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



データの成形 

 

 

 

 ｛１１１｝極点図（９０，９０）に変換 

  但し、極点図の中心を９０とし、データ CCW回転 

 α、    β     極密度 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．ＭＴＥＸで解析 

 cs=crystalSymmetry('cubic') 

 ss=specimenSymmetry('triclinic') 

 ori1=orientation('Miller',[0,0,1],[1,0,0],cs,ss) 

 ori2=orientation('Miller',[1,1,2],[1,1,-1],cs,ss) 

 psi=vonMisesFisherKernel(‘HALFWIDTH’,5*degree) 

cubicODFの計算 

 odf1=unimodalODF(ori1,psi) 

copperODFの計算 

 odf2=unimodalODF(ori2,psi) 

 odf=odf1+odf2 

 plot(odf) 

 

再計算極点図計算 

h=[Miller(1,1,1,cs),Miller(1,1,0,cs),Miller(1,0,0,cs)] 

rpf=calcPoleFigure(odf,h) 

plot(rpf,'contour') 

 

ss=specimenSymmetry('triclinic')を(‘orthorhombic’)で計算すれば 1/4対称になるが、ODFデータが欠落 



極点図をＥＸｐｏｒｔ 

ＥｘｐｏｒｔしたデータをＣＴＲで描画 

 

ＣＴＲで１／４対称操作 

 

テキストデータ 

 ＭＴＥＸ    ＬａｂｏＴｅｘ 

  



５．考察 

 ＭＴＥＸの半価幅を５ｄｅｇ、ＬａｂｏＴｅｘは１０ｄｅｇで計算しています。 

 Ｈｅｒｍｏｎｉｃ法では、オーバシュートのゴーストが現れるが、ＡＤＣ法ではゴーストなし 

 しかし、ＭＴＥＸは無料で使える。 

 

 ＭＴＥＸはＭＴＥＸ画面にコマンド入力になり操作性に難があります。 

  

 入力データでは、 

  ＭＴＥＸ指数で入力のため、Ｅｕｋｅｒ角度から指数変換を行う。 

  これは、ＣＴＲソフトウエアでサポートしています。 

 

 Mgのｅｕｌｅｒ角度指数変換 

  

 

 

 

 

 

 



６．追加 

 ｃｏｐｐｅｒＥｕｌｅｒ角度（90.0,35.26,45.0）から極密度の計算 

 

ＬａｂｏＴｅｘの場合 

Euler角度を databaseに登録 

  

登録した DataBaseの Euler角度から方位密度計算 

  

 

 

 

 



 方位密度 

  

 方位密度から極密度計算 

 

 



 

ＭＴＥＸの場合 

  

 Ｅｕｌｅｒ角度から指数に変更し、従来の方法で方位密度を計算する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ＭＴＥＸ５．７．０では 

 cs=crystalSymmetry('cubic') 

 ss=specimenSymmetry('triclinic') 

 ori=orientation.byEuler(90*degree,35.26*degree,45*degree,cs,ss) 

 psi=vonMisesFisherKernel('HALFWIDTH',10*degree) 

 odf=unimodalODF(ori,psi) 

 

 

Triclinicでは、phi1=360データ欠落するが、対称性から計算可能であるが、 

Orthorhombicでは、phi1=90データが欠落するので、Orthorombicは不適当 

ＯＤＦデータを Exportし、CTRにて、Triclinic->Orthorhombic操作を行う。 

 



ＥＸｐｏｒｔデータ表示 

 

Triclinic->Orthorhombic 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃで得られたＯＤＦ図 

  

 Ｐｈｉ１＝９０データは正常表示されます。（ＭＴＥＸのＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃでは表示されない） 

 ＨＡＬＦＷＩＤＴＨ＝１０ｄｅｇで計算すると、プロファイルが広がっています。 

 最大方位密度はＴｒｉｃｌｉｎｉｃとＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃで異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



極密度計算 

 h=[Miller(1,1,1,cs),Miller(1,1,0,cs),Miller(1,0,0,cs)] 

rpf=calcPoleFigure(odf,h) 

 plot(rpf,'contour','projection','eangle') 

 

 

ＥＸｐｏｒｔした極点図 

 

Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ化した極点図 

 

 

 

 



逆極点方位密度（exprtIPDF()は CTRのMTEXにパスを設定する） 

 exportIPDF(odf,zvector,'ND.TXT') 

 exportIPDF(odf,xvector,'RD.TXT') 

 

ND 

  

RD 

  


